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第
一
回
佐
賀
城
本
丸
け
ん
て
い
試

験
が
3
月
22
日
（
月
祝
）、
佐
賀
城

本
丸
歴
史
館
「
外
御
書
院
」
で
行
わ
れ
、

県
内
外
か
ら
六
十
六
人
の
受
験
者
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

当
初
、
定
員
は
五
十
名
と
し
、
定
員

を
オ
ー
バ
ー
し
た
時
は
抽
選
を
予
定

し
て
い
ま
し
た
が
、
記
念
す
べ
き
第
一

回
本
丸
け
ん
て
い
と
い
う
こ
と
で
、
申

込
者
75
名
全
員
に
受
験
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
急

遽
、
試
験
会
場
を
御
座
間
か
ら
外
御
書

院
に
変
更
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。 振

り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
今
回
の
本

丸
け
ん
て
い
は
昨
年
8
月
、
当
館
が

開
館
5
周
年
を
迎
え
た
の
を
契
機
に
、

「
幕
末
・
維
新
期
の
佐
賀
の
歴
史
を
も

っ
と
知
っ
て
も
ら
お
う
」
と
解
説
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
約
九
十
名
が
企
画
し
た
も

の
で
、
問
題
作
成
か
ら
広
報
活
動
、
採

点
ま
で
全
て
手
作
り
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。 

五
十
問
出
題
し
、
六
十
分
の
制
限
時

間
で
し
た
が
、
よ
く
勉
強
さ
れ
て
い

る
方
が
多
か
っ
た
せ
い
か
、
受
験
者

の
半
数
以
上
は
制
限
時
間
の
途
中

で
解
答
を
済
ま
さ
れ
、退
室
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
報
道
関
係
で
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
手
作
り
に
よ
る
全

国
初
の
け
ん
て

い
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
て
、
新
聞

関
係
が
5
社
、

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

関
係
が

4

社
と
、
多
く

の
取
材
が
あ

り
、
マ
ス
コ

ミ
の
関
心
も
非
常
に
高

か
っ
た
よ
う
で
す
。 

2
年
が
か
り
で
準
備

し
て
き
ま
し
た
本
丸
け

ん
て
い
で
す
が
、
こ
ん

な
に
多
く
の
方
々
に
受
験
し
て
い
た
だ
き
、

し
か
も
大
成
功
裡
の
う
ち
に
、
無
事
終
了

す
る
こ
と
が
出
来
、
た
だ
た
だ
感
無
量
の

一
日
で
し
た
。 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
試
験
当
日
、

駐
車
場
整
理
、
会
場
設
営
及
び
受
験
者
案

内
な
ど
に
当
ら
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

様
の
ご
協
力
に
対
し
て
、
心
か
ら
お
礼
、

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 
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与賀神社 与賀神社 

蓮池公民館 

初の佐佐賀賀城城本本丸丸けけんんてていい  実施！ 

松尾写真館 

ボランティア手づくり 

受験生の方々にアンケート

に協力していだたき、 

ありがとうございました。 

佐賀市

47

小城市 5

三養基郡 4

唐津市 2 多久市 1

神埼市 1 鳥栖市 1

杵島郡 1

神埼郡 1 石川県 1
奈良県 1

福岡県 1

その他 3

居住地別内訳（人数）

数字は人数

佐賀市在住者が47名と全体の71.2％

を占めています。 

この他に石川県、奈良県、福岡県から3

名の受験がありました。 

 

男性

45 

68%

女性

21 

32%

男女別内訳
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人数

年代
男女別・年齢別内訳

女

性

60 代が30 人と全体の49.2％を占め、次い

で50 代10 人、70 代7 人となっています。 

最年少は 12 歳の女子中学生で、最高年齢は

83 歳の男性です。 

女子中学生（12～１３歳は3 人受験し、親子

（母親と女子中学生）も1 組ありました 

 

 

 

チラシ
32

新聞 11テレビ 5

ホームペー

ジ 4

県民だよ

り 3

ラジオ 0 その他 15

検定を何で知ったか（人数）
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人数 来館の回数
5回目以上

4回目

3回目

2回目

1回目

5 回目以上の方が30 名、次いで3 回目11 名、

4 回目・2 回目が１０名となっており、1 回目はわ

ずか３名となっています。 

この事から、リピーターの方が多く、本丸歴史館

が県民の皆さまから親しまれ、利用されていること

がうかがえます。また、10 代の2 名と20 代の1

名の計3 名が5 回以上となっており、歴史好きな

若者が増加していることは、心強い限りでありま

す。 
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男性 女性

受験動機

④その他

③「けんてい」に興味

②佐賀の幕末・維新期に興味

①歴史に興味

参加

したい

46

参加でき

ない 4

分からな

い 15

カフェへの

参加

その他の意見（33 名の方から回答をいただき、その中で7 名の方が書かれたものをそのまま掲載します。） 

（継続希望・お礼の言葉関係） 

ü （男性30 代）佐賀に生まれ、自然がたくさんあり、住みやすい場所であることしか知りませんでした。幕末・維新

の活躍ぶりを知るようになり、改めて佐賀を誇りに思うようになりました。また、けんてい試験を受験させていただ

くことを光栄に思います。 

ü （男性60 代）大変楽しく取り組ませていただきました。非常に難しい問題がありましたので、もっともっと佐賀城

本丸へ通い、勉強しなければと思いました。また、こういう機会があれば是非参加したいと思っています。 

ü （男性20 代）来年度もぜひ実施していただきたい。手作り感が伝わって良かった。佐賀のことをもっと勉強したく

なりました。 

ü （女性10 代）地元の歴史を深く知るきっかけになって良かったと思います。知らないことがたくさんあったので、

これからも地元の歴史について学ぶために、ここに来ようと思います。第2 回、第3 回と、続けてほしいです。 

（提案・運営上の注意について） 

Õ （男性40 代）途中退場可能時間の40 分は遅すぎる。30 分くらいでもいいのではないか。 

Õ （男性60 代）3 月は季節的に寒く、インフルエンザ、花粉症などの時期に当りますので、秋頃実施されてはいかが

でしょう。 

Õ （男性70 代）試験中、退席される方に気が散り、もう少し考慮（退席方法など）してほしい。 

 


